
西胆振圏域高齢者の状況 
 

 

 
（平成２７年度 第１回西胆振保健医療福祉圏域連携推進会議） 
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【参考】 

 総人口 
65歳以上人口 75歳以上人口 

（人） 比率（％） （人） 比率（％） 

北海道 5,441,079 1,460,774 26.8 ７26,134 13.3 

胆振総合振興局 409,871 17,795 28.7 57,442 14.0 

西胆振圏域 194,681 62,565 32.1 31,290 16.1 

東胆振圏域 215,190 55,230 25.7 236,152 12.2 

全道に比べ高齢化率が高い傾向にあります。２０２５年には現在の６５歳の住民が７５歳となり、後期高齢が
増えることが予測され、現在の医療・介護のシステムでは病院や介護施設のベッド数が足りなくなることが
考えられます。 2 
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西胆振圏域市町別高齢者人口・高齢化率 
（平成26年1月1日現在） 
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西胆振圏域要介護認定者数 
（平成27年3月 介護保険事業状況報告より） 
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（参考） 年齢階層別要支援・要介護認定率の傾向 

   

要介護認定者は約半数が、要支援１・２、要介護１の軽度者となっています。今後、高齢者が増えることが
予測されている状況では、介護度の重度化を防止し、本当に必要な人に十分な支援が提供できる体制づく
りを総合的に進めていく必要があります。 3 



要介護認定率の推移（第6期介護保険事業計画より） 

要介護認定率は徐々に増加しています。今後の高齢者人口が増えることが予測されるため、認定者数も多
くなることが考えられることからも、必要なサービス提供ができる体制が必要となります。 4 
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地域包括ケアシステムの基盤は「住まい」であり、在宅で生活することを大切にしています。その人が住み
慣れた地域、住みたい地域で住むことができる体制づくりが必要となり、特に住み慣れた地域で生活を継続
するために、地域密着型サービスはますます重要となります。 
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5 5 2 1
2 1 2 1

2 3 2
夜間対応型訪問介護 (1)
認知症対応型通所介護 (1) (1)
小規模多機能型居宅介護 4 (2) 1
認知症対応型共同生活介護 13 7 5 3 3
地域密着型特定施設入居者生活介護 1
地域密着型介護老人福祉施設 1 １（２９床） 1
介護福祉施設 3 2 4 （１０床） 2 1 1 １（５０床）
介護保健施設 3 1 １（１００床） 2 1 1
介護療養施設 1 1 1 1 1
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＊（   ）は平成29年度末までの拡大計画数 第6期高齢保健福祉計画・介護保険事業計画より 

西胆振圏域介護保険サービス提供事業施設数 （平成２７年５月３１日現在）    



日常生活圏域ニーズ調査から 

○世帯の状況 

  単身高齢者の割合  17.5～24.8％ 

 

○今後生活したい場所 

  自宅に住み続けたい   ７５％程度 

  施設・病院に入りたい   ７％程度 

 

○住み続けられないと思う主な理由 

  ＊物忘れがひどくなり、周りに迷惑をかけるようになった時 

  ＊食事が一人でとれなくなった時 

  ＊人の手を借りないと家の中を歩くことができなくなった時 

  ＊排泄が一人でできなくなった時 

 
6 


